
年度 背景・現状・課題 取組状況 具体的な取組
達成する目標
（アウトカム）

達成度を測る指標 目標値 実績値
アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

コミュニティ・スクール
の発足に伴い、協議会の
運営に取り組むため、協
議会委員の運営への理解
を深める

—

コミュニティ・スクールの
発足に伴う運営協議会委員
の理解促進のための視察及
び研修の実施

委員の理解促進によ
り、活発な協議会運営
を図られる

協議会の出席率 80% 76%

 ５月の研修については93％の出席率であったが、7月の視察
については、平日日中のため参加率が減少となった
 研修等の中で理解を深め、グループワークでは活発な意見が
出されていた

地域住⺠への理解周知を
図るための広報活動等

—

地域学校協働推進員の設置
によるコミュニティ・ス
クールとの連携及び地域住
⺠への周知
関係団体への連絡調整など
コミュニティ・スクールと
連携した活動の実施

地域住⺠等への理解を
図り関心を得ることに
より、活動への参加人
数が増加する

参加人数 50人 47人
 柔道授業、スキー授業等において参加があった
 新年度においては人数を増やすよう広報していく

９年間をとおした学びに
ついて熟議を深める

総合学習についての
熟議を実施

運営協議会委員の知識を深
めるための研修・視察。熟
議の実施

委員の理解促進を図
り、活発な協議会運営
が図られる

協議会の出席率 85% 68%
 年度当初に年間会議日程を通知、平日夜間の時間帯に開催す
るなど、参加しやすい方策をとっていたが、参加率が減少した
 次年度は委員の改選もあり、改めて理解促進を図っていく

地域住⺠への理解周知を
図るための広報活動等

推進員による活動で総合学
習に対する企業等への連絡
調整がスムーズになった。
その他住⺠への周知に課題

地域学校協働活動推進員に
よる広報活動及び周知によ
る学校ボランティアへの参
加を促す

活動への参加人数の増 参加人数 10人 30人
 総合学習（農作業、看護体験など）において、参加があった
 次年度についても、参加人数が増加するよう促していく
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